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須坂市議会は、集団的自衛権に関する憲法解釈を変更しないことを 

求める請願・意見書を賛成起立多数で可決しました 

 

 

【須坂市議会６月定例会は 7月 1日閉会しました】  
 

第１．【私の議会内議員活動と概要報告】 

（１）議会の会期等 
  ◇会期の日程：６月 10 日～7月１日までの 22 日間でした。 

   ◇今議会会議録署名議員の指定：塩崎貞夫議員、佐藤壽三郎議員 

 

（２）本議会に上程された議案と私見並びに本会議での採決結果。 
  １）事件決議：４件 

  議案第 40 号 救助工作車（Ⅱ型）救助用資機材の取得について。 

          ◇小職は賛成。○本会議：可決 

  議案第 41 号 市道の認定について。 

          ◇小職は賛成。○本会議：可決 

  議案第 50 号 平成 25 年度（繰越）市単独事業井上保育園建築主体工事請負契

約の締結について。 

          ◇小職は賛成。○本会議：可決 

  議案第 51 号 高規格救急自動車・高度救命処置用機材の取得について。 

          ◇小職は賛成。○本会議：可決 
 

  ２）条例：７件 

  議案第 42 号 須坂市特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正する。 

          ◇小職は賛成。○本会議：可決 

  議案第 43 号 須坂市市税条例の一部を改正する。 

          ◇小職は賛成。○本会議：可決 

  議案第 44 号 須坂市市営住宅等に関する条例の一部改正。 

          ◇小職は賛成。○本会議：可決 

  議案第45号 須坂市水道事業の設置に関する条例及び須坂市下水道事業等の設

置に関する条例の一部を改正。 

          ◇小職は賛成。○本会議：可決 

  議案第46号 須坂市非常勤消防団員に係る退職報奨金の支給に関する条例の一

部を改正。 

          ◇小職は賛成。○本会議：可決 

  議案第 47 号 須坂市火災予防条例の一部を改正する条例について。 

http://zyusaburo.blog.fc2.com/


          ◇小職は賛成。○本会議：可決 

  議案第 52 号 須坂市保育所条例の一部（千曲保育園の住所地）を改正する条例

について。 

           ◇小職は賛成。○本会議：可決 
 

  ３）補正予算：2件 

  議案第 48 号 平成 26 年度須坂市一般会計補正予算第 1号 

           ◇小職は賛成。○本会議：可決 

  議案第 49 号 平成 26 年度須坂市後期高齢者医療特別会計補正予算第 1号 

           ◇小職は賛成。○本会議：可決 

   

（３）各常任委員会等について 

   １）総務文教委員会メモ 
    ◇平成 26年 6月 12日、現地視察を執行。 

    ◇平成 26年 6月 23日、集団的自衛権についての憲法解釈変更をしないよう

関係機関に意見書を提出することに関する請願委員会審査について。 

なぜ政府は拙速な暴挙に踏みだすのか。その必要性があるのかを質し、願意

妥当と判断しました。私：願意妥当で賛成。委員会：賛成多数で可決。 

 

２）予算決算特別委員会で分科会長報告に質疑 
◇地域少子化対策強化交付金を活用して、妊娠・出産に関する情報提供として、

市内の高校と連携し在校生の健康講座を実施する件について。須らく須坂市民

である市内在住の高校生や進学しなかった同世代の市民も含めて健康講座を

実施すべきであって、このことが担保されるのかを質しました。 

 

  （４）今定例会に提出された請願に対する本会議の結果。 
 

１）「義務教育費国庫負担制度の堅持」を求める請願について。 

◇私は賛成。委員会は可決。本会議は簡易採決で可決。 

 

〇ここですざか輝創会が、２)の請願について「所管委員会で再付議をされ

たい」動議の提出し採択の結果、「動議」は起立多数で否決とした。 

 

２）集団的自衛権についての憲法解釈変更をしないよう関係機関に意見書提 

出することに関する請願について。 

 

◇思うに、なぜ政府は拙速な暴挙に踏みだすのか。徒に恰も国民が外国

から侵害を受ける事態を煽るが、その必要性がどこにあるのか。立憲主

義を鑑みる時、解釈改憲は許されない。これを許せば国家の箍が外れ平

和を希求した国家理念は失われる。平和国家日本が覇権主義に変貌した

ら、日本はモグラ叩きの如く、世界各国から日本の全ての言動が懐疑的

に受け取られ、疑念の木槌で叩かれる。「衣の下から鎧が見える」日本を、

誰が親日として友好の手をさしのべるであろうか。 

 

   ポツダム宣言受諾に絡む相手国家は、英国、米国、そして中国（後に

ソ連も参加）であったこと。受諾とは何を意味したかを日本は片時も失



念してはなるまい。戦争終結までに、東京大空襲に始まる日本各地へ 

  の焼夷弾による無差別焼き殺し作戦、沖縄への無差別攻撃、広島、長崎

への原子爆弾の投下によって、日本人同胞は三百万を越える命を失い、

もはや国家は何もすることが出来ない中での、屈辱的な無条件降伏受諾

であった。 

 

   この度政府は「集団的自衛権」を成就させる手立てとして、憲法解釈

の変更を行政府が独断で行うことは、戦後 67年培った「平和国家日本」

の信用を失うこととなる。行政府高官は立憲主義を何と心得ているので

あろうか。仮にも、憲法第９条を骨抜きにした日本は、坂道を転がるが

如く、後戻りが効かない軍事国家に引きずり込まれる懸念を抱く。安倍

首相は民主主義国家日本で、終身総理大臣の座に居座り続けることが出

来ると思っているのであろうか。そんなことは法治国家日本で許されな

い。栄枯盛衰の儚きことは、将に一炊の夢であるを知らねば、国民に対

してあがなえない大罪を犯すこととなろう。戦争の過ちを再び侵すまい

とする、終戦直後に国民が永久に不戦の誓いを心に刻んだことを、我々

戦争を知らない子孫であっても忘れてはなるまい。 

 

   戦後 69年、「平和国家日本」日本全土に浸透したと言える。民主主義

の大切さを知りえた国民は、もはや独裁者の登場を許さない。国民が容

易く民主主義を放棄すると愚弄してはいけない。地方で醸成された民主

主義の気風を、仮にも中央政府が国民を侮るとすれば、国民の意思から

乖離した国政となる。直前の総選挙で自民党が取得した投票率は僅か

26％であったことを自重しなければ、時の政権は国民の信を失い早晩総

辞職に追い込まれることとなろう。そんなことはあってはならないが、

民主主義が国民に根付いた証とは、即ち政府の政策に是々非々が言える

国民に成長したということであるまいか。お任せ民主主義ではいけない

ことに、須坂市議会議員の多くは気づいたとも言える。 

 

私は、本請願を願意妥当として賛成。委員会は賛成多数で可決。 

本会議は起立多数で可決しました。 

 

３）子ども・傷がい者等の医療費窓口無料化を求める県への意見書の提出を

求める請願。 

◇私は賛成。委員会は賛成少数で否決。本会議は起立多数で可決。 

 

（５）今定例会に示された意見書に対する本会議の結果。 
 

１）「義務教育費国庫負担制度の堅持」を求める 意見書の提出  

◇私は賛成。本会議は⇒簡易採決で可決。 

   

２）集団的自衛権についての憲法解釈変更をしないことを求める意見書の 

  提出。 ◇私は賛成。 本会議は起立多数で可決。 

 

３）集団的自衛権の行使容認に関して、十分な国民的議論と国会での慎重審議 

を求める意見書の提出。◇私は反対。本会議は起立少数で否決。 



 

４）子ども・傷がい者等の医療費窓口無料化を求める意見書の提出。 

◇私は賛成。本会議は起立多数で可決。 

 

第２ 議員有志の会による第 14 回議会報告会の開催について 
 

   どなた様もご入場できます。ご来場を心よりお待ち申し上げます。 
 

 １ 日 時  平成 26 年７月 12 日（土）午後１時３０分 

２ 場 所  シルキー小ホール 

３ 内 容  下記のとおり 

 

第 1 部 ６月定例会の報告として       

   １）今議会に上程された一般会計補正予算について。  

               報告者 竹内議員 
 

２）集団的自衛権についての憲法解釈変更をしないよう関係機関に意 

見書提出することに関する請願について、可決にいたる討論過程 

をご説明いたします。 

報告者 岩田議員   

 

第２部 ４会派の調査研究発表と意見交換会（午後２時 15 分から）      

◇須坂市が抱える市政の課題から問題点の検証と提唱を行いました。 

参加者のご意見をお聞きしたいと思います。自由にご発言下さい。 
 

１）人口急減社会を今語ろう  

      〇人口急減社会が叫ばれる問題点の検証と対策について。    

発表者  佐藤議員  北澤議員  竹内議員  田中章司 

岩田議員  土谷議員  宮本議員 

 

◇ 議員有志の会を構成する会派と議員名簿 

   新自由クラブ   無所属クラブ  須坂市民クラブ  日本共産党 

     佐藤壽三郎     北澤 雄一    宮坂 成一      土谷フミエ 

     田中 章司     宮本 勇雄    岩田  修二     竹内  勉 

 

第３ 私の監査委員職務執行  
①平成 26 年 6 月 27 日 例月現金出納検査を執行。 

 

第４ 私の議会外議員活動  
 

（１） 私宛の陳情の受理と取次の顛末 

①境沢町町内の変則的交差点に、停止線と「止まれ」の標示をして下さい。 

 市民課・道路河川課に取次 ⇒6月中に工事がなされた。 

②日野地籍における大木の枝が市道並びに隣地まで繫茂していることの苦情。 

 道路河川課・生活環境課に取次 ⇒各課で現地調査。 

③須坂温泉が行っている「福祉風呂利用者の実情」についての苦言 ⇒現地調 

査のうえ ⇒市商業観光課に取次 



④市内の国道 403 号、406 号の交通渋滞を起因とする「商売あがったり」に関す 

る苦情の実情把握のため、延べ 4日間「市内の交差点と渋滞実態調査」を行 

いました。 

   ⑤隣地の占用許可案件に絡む所有権の侵害事案の解消について。⇒道路河川課 

に取次。 

⑥高梨・中堰地籍の水路整備について。⇒ 道路河川課 

⑦高梨・中堰地区の水田への漏水防水工事の陳情。 

⇒ 道路河川課により緊急工事が為されました。 

⑧指定道路の市への寄附について。⇒道路河川課 

 

 

【６月期前半で私が注目したニュースの備忘録】 
見 出 し 概        要 報道機関 月日付 

小池千枝さん死去 須坂市出身服飾デザイナー。市民族人形館 信濃毎日 6/3 

人口自然減過去最高 出生率アップ 1.43.出産世代女性は減 信濃毎日 6/5 

県内の景況感悪化 増税反動減 先行きは改善 4～6月 信濃毎日 6/12 

骨太方針裏付欠く 理念先行、財源めど立たず 信濃毎日 6/14 

予想される入学者減少 学校の地域における役割について 信濃毎日 6/15 

副作用の存在忘れるな 金融緩和、財政出動の効果と副作用 信濃毎日 6/15 

 

 

○全国市議会議長会・北信越市議会議長会表彰に浴して 

 
本日、議長から全国市議会議長会並びに北信越市議会議長会の議員勤続 15 年のゆえ

をもちまして、栄誉ある表彰を伝達されました。このことはこの上なのない感激と誇

らいであります。 

 

民主主義とは、世襲を排除し選挙によって当選した者を以って、行政の意思決定た

らしめること。公職は期間を以ってその任に就くこととされております。議員は任期

を 4 年とし、選挙の洗礼を受け当選しなければ、市政壇上に立つことが出来ないこと

を慮るとき、幸いにも四度（よたび）市政壇上に立たせて頂きました。これは偏に温

かなご支援をくださった皆様方のご指導とご鞭撻の賜物と、心より御礼申し上げます。 
 

たかが市議会議員されど市議会議員であります。私は議員の一分を貫きとおせる議

員でありたいと存じます。守るのは市民の皆さんの自由と平等であり、そして福祉の

充実に外なりません。私はこの度の表彰を誉れとし、心新たに議員の使命と矜持を肝

に銘じつつ、ご支援くださる皆様はもとより、議員各位、市長はじめ理事者の皆さん、

そして議会事務局スタッフと共に、市政発展に尽くしたく存じます。 
 

ご支援くださる皆様方に、今後とも変わらないご指導ご鞭撻をお願い申上げ、受賞

のご報告と御礼を申し上げます。ありがとうございました。 
 

平成 26 年 6 月 10 日 

須坂市議会議員 佐 藤 壽三郎 

 

【北信濃鏡】 

 ６/1 会報配布、来訪応対 /2 ４会派意見調整会議、学習会 水道局、消防本部 



 /3 理髪、請願対応協議、ＵＲＬ更新 /4 市内交通量実態調査、来客応対 /5 資料

整理、請願対応協議 /6 資料整理、米持町、市民相談２件 /7 一般質問推敲、山ノ

内町穂波へ出向 /8 一般質問推敲、来訪者２件 /9 一般質問推敲、市民相談2件 現

場検証 2 件 /10  6 月議会開会、全員協議会、本会議、予算決算特別委員会、会派

団長会議、総務文教委員会、総務文教分科会 /12 総務文教委員会現地視察：千曲

保育園、豊丘町火の見櫓 /13 須坂温泉㈱、須坂市土地開発公社、（一財）須坂市文

化事業団の決算報告と予算書  /14 行政書士業務、社協南部ブロック支部大会 /15 

一般質問対策・資料読破 /16 一般質問対策・資料読破 /17 一般質問初日、３番手

で登壇 /18 一般質問２日目 /19 一般質問最終日、一般質問以外の収集資料の整理 

  /20 一般質問整理、行政書士業務 /21 （市道村山―墨坂中学校線：工事説明会） 

  /22 一般質問の取り纏め /23 総務文教分科会、総務文教委員会 /24 監査委員・

例月現金出納検査、（福祉環境委員会審査）/25 （経済建設委員会審査）/26  4 会

派意見調整会議 /27 予算決算特別委員会、全員協議会、本会議、総務文教委員会、

4会派意見調整会議、監査委員意見調整会議、商工会議所総会 /28 長野市街地出向 

/29 長野市街地出向 /30 市民相談、4会派報告会準備、監査委員室 7/1 議会運営

委員会、全員協議会、本会議、監査委員室 

 

■□■□■□■□  ■□■□■□■□ 発行日 平成 26 年７月１日 
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